
下記の通り、園で自己評価を行いましたので報告いたします。

今後とも園運営に御理解と御協力の程、よろしくお願いいたします。

自己評価項目
十分

できた

やや

できた

できな

かった

1 子どもの人権を尊重して保育の実施に当たっていますか。 〇

2
保護者や地域社会に、当該保育所が行う保育の内容を適切に説明しています

か。
〇

3 入所する子ども等の個人情報を適切に取り扱っていますか。 〇

4
保護者の苦情などに対し、その解決を図るよう努めていますか。

（実際に苦情がない場合、苦情解決体制の整備に努めているか。）
〇

5
保育課程の編成に当たっては、地域の実態、子どもや家庭の状況、保育時間な

どを考慮しましたか。
〇

6
保育課程の編成に当たっては、子どもの生活や発達の連続性に留意し、各保育

士が創意工夫して保育できるよう、編成しましたか。
〇

7 施設長、保育士など全ての職員の役割分担と協力体制を整えていますか。 〇

8
自己評価にあたって、地域の実情や保育所の実態に即して、適切に評価の観点

や項目等を設定していますか。
〇

9 全職員による共通理解をもって、自己評価に取り組んでいますか。 〇

10 評価の結果を踏まえ、保育の内容等の改善を図っていますか。 〇

11 保育の内容等の評価に関し、保護者及び地域住民等の意見を聞いていますか。 〇

12
就学に向けて、保育所の子どもと小学校の児童との交流、職員同士の交流、情

報共有や相互理解など小学校との積極的な連携を図っていますか。
〇

13
子どもに何らかの疾病が疑われる状態や傷害が認められた場合には、保護者に

連絡するとともに、嘱託医と相談するなど適切な対応を図っていますか。
〇

14

不適切な養育の兆候が見られる場合には、市町村や関係機関と連携し、要保護

児童対策地域協議会で検討するなど適切な対応を図っていますか。（該当する

ケースがない場合は回答しなくてよい）　☑該当なし

【令和 ７ 年度】一年を振り返っての自己評価について

二ツ河保育園　園長　木下宗一郎

健康・安全管理

保育課程の編成

保育の基本



15

虐待が疑われる場合には、速やかに市町村や関係機関と連携し、要保護児童対

策地域協議会で検討するなど適切な対応を図っていますか。（該当するケース

がない場合は回答しなくてよい）　☑該当なし

16

保育中に体調不良や傷害が発生した場合には、その子どもの状態等に応じて、

保護者に連絡するとともに、適宜、嘱託医等と相談し、適切な処置を行ってい

ますか。

〇

17

感染症やその他の疾病の発生予防に努め、その発生や疑いがある場合には、必

要に応じて嘱託医、市町村、保健所等に連絡し、その指示に従うとともに、保

護者や全職員に連絡し、協力を求めていますか。

〇

18 保育中の事故防止の為に、保育所内外の安全点検に努めていますか。 〇

19 家庭や地域の諸機関の協力のもとに安全指導を行っていますか。 〇

20 子どもの健康及び安全について、全職員で共通理解を図っていますか。 〇

21
健康や安全に関する取り組みの方針や具体的な活動の企画立案及び保育所内外

の連絡調整の業務を担当する専門的職員を配置していますか。
〇

22
子どもの健康及び安全について、保護者と連携を図り、保育所の方針や取組に

ついて周知するよう努めていますか。
〇

23 子どもの健康及び安全について、地域の関係機関等と連携を図っていますか。 〇

24

保育時間の延長、休日、夜間の保育、病児・病後児に対する保育など多様な保

育を実施する場合には、保護者の状況に配慮するとともに、子どもの福祉が尊

重されるよう努めていますか。

〇

25
地域の関係機関、団体等との積極的な連携及び協力を図るとともに、子育て支

援に関わる地域の人材の積極的な活用に努めていますか。
〇

26
地域の子育て支援に関する資源を積極的に活用するとともに、子育て支援に関

する地域の関係機関、団体等との連携及び協力を図っていますか。
〇

27
地域の子どもをめぐる諸課題に対し、要保護児童対策地域協議会など関係機関

等と連携、協力して取り組むよう努めていますか。
〇

28
子どもの利益に反しない限りにおいて、保護者や子どものプライバシーの保

護、知り得た事柄の秘密保持に留意していますか。
〇

29
法令等を遵守し、保育所を取り巻く社会情勢などを踏まえ、施設長としての専

門性等の向上に努めていますか。
〇

30
職員が保育所の課題について共通理解を深め、協力して改善に努めることがで

きる体制を作っていますか。
〇

31
職員及び保育所の課題を踏まえた保育所内外の研修を体系的、計画的に実施し

ていますか。
〇

32 職員の自己研鑽に対する援助や助言に努めていますか。 〇
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